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科学研究費補助金「特別推進研究」の中間評価結果について 
 
研究課題名：「世代間問題の経済分析」 
 
評価結果：Ａ（現行のまま推進すればよい） 
 
 
中間評価に係わる意見： 
 年金・医療・雇用に関する世代間問題を考察する研究目的に即して５つの研

究班が構成され、論文執筆・発表に加えて、国際会議の開催、実証分析に向け

た準備が順調に推移している。また、時節の年金問題に対する学術分析が行わ

れ、新聞論壇等を通して社会一般へもタイムリーな議論が提供されている。こ

れらの成果の中でも、既に顕著な成果を上げている理論研究と、調査方法の工

夫を伴いながら順調に実施された引退プロセス調査については、高く評価でき

る。今後の課題としては、各班の研究を有機的に統合するという点が残ってい

ると思われる。 
 また、東アジアの高齢化への含意については、先進国と新興国間の年金・医

療制度の構造的な違い等に基づき、明確な焦点を絞り込み、喫緊の課題に対し

て政策科学として対応に優先順位をつけることが重要であると思われる。 
 


